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積 和 演 算 器 を 搭載 する フラ ッシュ ・ メ モリ 内 蔵 FPGA 


米国 Lattice Semiconductor 社 は , フ 
ラッ シュ ・ メ モリ を 内 蔵 す る FPGA ファ ミ 
リ 「 LatticeXP2」 を 発売 し た . 搭載 する 
LUI( look-up table) や 専用 機能 ブロ ッ ク 
数 , メモ リ 容量 の 異な る 5 品種 を 用意 する . 

本 FPGA ファ ミリ は , SRAM で 構成 さ 
れる 4 入力 LUT を ベー ス と する アー キテ ク 


表 1 LatticeXP2 フ ァ ミ リ の 概要 


LatticeXP2 

チャ を 採る . 搭載 LUT 数 は 5000~40000. 
また , 回 路 コン フィ グレ ーション ) デ ー タ 
を 記録 する フラ ッシュ ・ メ モリ を 内 蔵 す る . 
電源 投入 後 , コン フィ グレ ーション に 要 す 
る 時 間 は 1ms 以下 で ある . 

フラ ッシュ ・ メ モリ は , 回 路 デ ー タ を 記 
録 す る 領域 の ま か , ユー ザ ・ デ ー タ を 記録 


する 領域 を も 持つ . フラ ッシュ ・ メ モリ か 
ら メ モリ ・ ブ ロッ ク へ 初期 デー タ を 書き 込 
ん だ り , メモ リ ・ ブ ロッ ク の 状態 を フラ ッ 
シュ ・ メ モリ に 保存 し た り で きる . また , 
ID コー ド な ど を 記録 する た め の 最 大 34K 
ビッ ト の シリ アル TAG メ モリ を 搭載 する . 
設計 ツー ル は , 同社 の PLD 開発 環境 
「 ispLEVER 70」 を 使用 する . 17000 個 の 
LUT を 搭載 する LatticeXP2-17」 を サン プ 


型 名 
LUT 数 ル 出 荷 中 . 2007 年 度 中 に 全品 種 の サン プル 
18K ビッ ト ・ メ モ 出荷 を 開始 する 予定 . 
リ ・ ブ ロッ ク 数 
分 散 メ モリ 容量 
( K ビ ッ ト ) 
TAG メ モリ 容量 
( K ビ ッ ト ) 
DSP ブロ ッ ク 数 男 価 格 
PLL 数 12 ド ル 以 R LatticeXP2-17, 2008 年 に お 
誠 了 ける 10 万 個 購入 時 の 単価 ) 
8 PH 画 連 絡 先 
ビン Pt 08 ピ ン QFP。 | 256 ピ ン BGA。 | 。 し ラテ ィ ス セミ コン ダク ター 株 式 会 社 
@ 本 144 ピ ン QFP, | 144 ピ ン QFP, 484 ピ ン BGA, 9 っ 
パッ ケー ジ 本 256 ピ ン BGA, | 484 ピ ン BGA, TEL 03-3342-0701 
208 ピ ン QFP, | 208 ピ ン QFP, 果 ピ ・ 672 ピ ン BGA 
256 ピ ン BGA | 256 ピ ン BGA 2 BOA 人 2 の BS http://www.latticesemi.co.jp/ 


オー ディ オ 処 理 用 CPU コア や 画 錦 調整 回 路 を 搭載 し た ディ ジタル ・ テ レビ 向け LSI 


NEC エ レク ト ロニ クス は , ディ ジタル ・ 
テレ ビ 向 け LST EMMA2TH」 の サン プル 
出荷 を 開始 し た . 同社 は これ まで , MPEG 
デコ ー ド 機能 や 動画 ・ 静 止 画 の 表示 機能 , 
制御 用 CPU な ど を 搭載 し た ディ ジタル ・ 
テレ ビ 向 け LSI EMMA2HL」 を 出荷 し て 
いる . 今回 , オー ディ オ 処 理 専 用 の CPU 
コア や 画質 調整 回 路 な ども 併せ て 集積 し た . 
日 本 の ハイ ビジ ョ ン 規 格 で ある ARIB 
( Association of Radio Industries and Busi- 

nesses) と , 北米 の ハイ ビジ ョ ン 規 格 で ある 
ATSC Advanced Television Systems Co 
mmittee) に 対応 する . 

本 LSI は, 合計 四 つ の CPU コア を 内 蔵 
する . すなわち , アプ リケーション ・ ソ フ 
トウ ェ ア や OS な ど を 実行 する MIPS 
VR5500 プ ロ セ ッ サ ・ コ ア , シス テム 制御 
( ファ ー ム ウェ ア 実 行 ) 用 の MIPS32 4KEc 
プロ セッ サ ・ コ ア , お よび 2 個 の オー ディ 


134 Design Wave Magazine 2007 August 


処理 用 CPU コア で ある . MIPS VR5500 プ 
ロ セ ッ サ ・ コ ア の 327MHz 動作 時 の 処理 性 
能 は 654MIPS milion instructions per 
second), MIPS32 4KEc プロ セッ サ ・ コ ア 
の 196MHz 動作 時 の 処理 性 能 は 236MIPS. 

複数 の 動画 信号 を 同時 に デコ ー ド で きる . 
例え ば , BS 放送 と 地上 デジ タル 放送 の 2 放 
送 を 同時 に 受信 する こと が 可能 . 画質 調整 
回 路 は , 明る さや コン ト ラス ト の 調整 , 特 
別 な 色 を 強調 する 特色 補正 , 3 次 元 ノ イズ 
除 示 な どの 機能 を 備え る . 

メモ リ ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス と し て , 最大 
256M バイ ト の 容量 に 対応 する DDR2 メ モ 
リ ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス と , 最大 64M バイ ト 
に 対応 する フラ ッシュ ROM イ ンタ ー 
フェ ー ス を 搭載 する . また , 4 チャ ネル の 
スト リー ム ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス を 備え る 
MPEG ト ラン スポ ー ト ・ ス トリ ー ム 処理 回 
路 , MPEG2 MP@HL に 準拠 する ビデ 


オ ・ デ コー ド 回 路 , MPEG1/2 Audio 
Layer I/II や MPEG2 ACG Advanced 
Audio Coding), SPDIF 出力 に 対応 する 
オー ディ オ 制 御 回 路 , 2 次 元 BitBI《 ビッ ト 
マッ プ ・ ブ ロッ ク の 高速 転送 処理 ) に 対応 
する グラ フィ ックス 回 路 , 256 階 調 アル 
ファ ・ ブ レン ディ ング や 画像 の 拡大 ・ 縮 小 
な ど に 対応 する 画像 表示 回 路 な ど を 搭載 す 
る . さら に 外部 イン ター フェ ー ス と し て , 32 
ビッ ト 幅 , 33MHz 動作 の PCI イン ター 
フェ ー ス , SmartCard イ ンタ ー フ ェ ー ス , 
IC で インター フェー ス , 同期 シリ アル ・ イ ン 
ター フェ ー ス , 各種 タイ マ な ど を 内 蔵 する . 


画 価 格 

下記 に 問い 合わ せ 

画 連 絡 先 

NEC エレ クト ロニ クス 株 式 会 社 

TEL 044-435-9494 
http://www.necel.com/index_j.html 


マル チコ ア を 評価 で きる FPGA ボー ド の 更新 プロ グラ ム な ど 


CF ガイ ド (ADP-CF-GUIDE) 


東京 エレ クト ロニ ツク シス テム ズ TECS) 


は , マル チコ ア の 評価 な ど に 利用 で きる 
FPGA ボー ド 「 AwCR ADP-080)」 の オプ 
ショ ン と し て , FPGA の 更新 プロ グラ ム や 
サン プル ・ デ ー タ , 技術 ドキュメント な ど 
を 収録 し た CompactFlash カー ド 「 CF ガイ 
ド C ADP-CF-GUIDE)」 を 発売 し た . また , 
同時 に ACE の 価格 を 従来 の 102900 円 か 
ら 71.400 円 に 引き 下げ た . 
ACE は , 米国 Altera 社 の Cyclone II 
( EP2C35F672)」 を 搭載 する FPGA ボー ド . 
Altera 社 の ソフ ト ・ マ クロ の CPU コア 


| Nios II」 を 最大 6 個 実 装 で きる . OS と し 
て , ITRON と Clinux に 対応 する . 本 
ボー ド は , 256M ビ ッ ト の SDRAM, 16M 
ビッ ト の SRAM, 2 個 の 128M ビ ッ ト の フ 
ラッ シュ ・ メ モリ , RT realtime clock) 
IC, 温度 監視 IC DCCDC コ ン バ ー タ な ど 
を 搭載 する . また , 外部 イン ター フェ ー ス 
と し て , 16 ピ ツ 50V) と 58 ピ ビズ 30V) の 
汎用 コネ クタ , 10BASE-T /100BASE-TXX 
イン ター フェ ー ス , 2 ポー ト の RS-232C イ 
ンタ ー フ ェ ー ス , JTAG イン ター フェ ー ス , 
CompactFlash カ ー ド ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス 


( TruelDE), 外部 クロ ッ ク ・ イ ンタ ー 
フェ ー ス な ど を 備え る . 動作 電圧 は 50V, 
基板 の 外形 寸法 は 119mm x 65mm. 

CF ガイ ド は , 同社 が CD-ROM の 形態 で 
提供 し て いた 各種 デー タ を , 1G バ イト の 
CompactFlash カー ド に 収録 し た も の . 


画 価格 

31,500 円 ( CF ガイ ド ) 

画 連 絡 先 

東京 エレ クト ロニ ツク シス テム ズ 株 式 会 社 
TEL 044-548-5185 
http://www.toshiba.co.jp/tecs/ 


2 チャ ネル の CAN コン トロ ー ラ を 内 蔵 し た 32 ビ ピット CISC マイ コン 


R3 2 


ルネ サス テク ノロ ジ は , 2 チャ ネル の 
CAN controller area network) コン ト 
ロー ラ ・ モ ジュ ー ル を 内 蔵 し た 32 ビ ッ ト 
CISC マ イコ ン | R32C/118 グ ルー プ 」 を 発 
売 す る . 本 CAN コ ント ロー ラ ・ モ ジュ ー 
ル は 32 ビッ ト ・ メ ッ セ ー ジ ・ バ ッ フ ァ に 対 
応 する . 動作 温度 範囲 の 異な る 2 品種 を 用 
意 す る . すなわち , - 20Cー 上 85C に 対応 
すず R5F64186NFB」 と , - 40Cー 上 85C 
に 対応 する R5F64186DFB」 で ある . 

CPU コア と し て , 同社 の R32C/100 コ ア 
を 搭載 する . 動作 周波 数 は 最大 4SMHz. 


520K バイ ト の フラ ッシュ ・ メ モリ ( この う 
ち 8K バ イト は デー タ ・ フ ラッ シュ 領域 ) と 
40K バイ ト の RAM を 内 蔵 す る . 

周辺 機能 と し て , 3 系 統 の クロ ッ ク 回 路 
( メイ ン ・ ク ロッ ク , サブ クロ ッ ク , PLL), 
ウォ ツチ ドッ グ ・ タ イマ , 4 チャ ネル の 
DMA コン ト ロー ラ , 1 チャ ネル の 三 相 モー 
タタ 制御 用 タイ マ , 26 チ ャ ネル の 10 ビット 
AD コン バー タ , 2 チャ ネル の 8 ビッ ト D- 
A コ ン バ ー タ , CR cyclic redundancy 
check) 演算 回 路 , XX-Y 変換 回 路 を 備え る . 
また , イン ター フェ ー ス 機能 と し て , 可変 


長 ク ロッ ク 同 期 型 シリ アル 1/O, IEBus イ 
ンタ ー フ ェ ー ス , 1 線 式 デ バッ グ ・ イ ン 
ター フェ ー ス , 9 チャ ネル の シリ アル ・ イ 
ンタ ー フ ェ ー ス を 備え る . 

パッ ケー ジ は , 100 ピ ン LQFP. 2007 年 
9 月 か ら サ ンプ ル 出 荷 を 開始 する . 


画 価 格 

1.400 目 R5F64186NFB, サン プル 価格 ) 
画 連 絡 先 

株 式 会 社 ル ネ サ ス テク ノロ ジ 

TEL 03-5201-5214 
http://japan.renesas.com/ 


自動 車 分 野 や 通信 分 野 に 向け た UML モデ リン グ ・ ツ ー ル 群 


Rhapsody AUTOSAF 


apSody For Telecom 


米国 Telelogic 社 は , 自動 車 分 野 向け の 
オプ ショ ン 機 能 を 付加 し た UML モデ リン 
グ ・ ツ ー ザ ル Rhapsody AUTOSAR Pack」 
と , 通信 分 野 向け の 複数 の ツー ル を セッ ト 
に し た パッ ケー ジ 製 品 Rnapsody For 
Telecom」 を 発売 し た . これ ら は , 同社 の 
UML モ デリ ング ・ ツ ー ル の 最新 版 

「 Rhapsody 71」 に , それ ぞ れ の 分 野 の 標準 
的 な モデ リン グ 言 語 に 対応 し た 機能 を 付加 
し た も の で ある . 

Rhapsody AUTOSAR Pack に は , 標準 

化 さ れ た 車載 ソフ ト ウェ ア ・ ア ー キ テク チャ 


は 


「 AUTOSAR Automotive Open System 
Architecture) 」 に お いて 規定 され て いる シ 
ステ ム ・ モ デリ ング 言語 Domain Specific 
Language DSL)」 に 対応 し た モデ ル 記 述 
機能 が 付加 され て いる . 一 方 , Rhapsody 
For Telecom に は , Rhapsody と テス ト ・ 

ツー ルル TestConductor」, SDL モ デリ ン 
グ ・ ツ ー ザ SDL Suite」 が 含ま れ て いる . 
TestConductor は UML 20 の Testing 
Profile に 対応 し て お り , シー ケン ス 図 に 基 
づい て テス ト ・ ケ ー ス を 自動 生成 で きる . 
また , モデ ル に 対し て イベ ント を 自動 挿入 


し た り , シー ケン ス 図 に 基づい て 状態 遷移 
の 様子 シミ ュ レ ーション する こと も 可能 . 
Rhapsody 71 は SysML 1.0 に 対応 し て い 
る . 新た に , フロ ー チ ャ ー ト か ら ソ ー ス ・ 
コー ド を 自動 生成 する 機能 を 用 意 し た . 


画 価格 

下記 に 問い 合わ せ 

画 連 絡 先 

日 本 テレ ロジ ッ ク 株 式 会 社 
TEL 03-5427-8900 
info@telelogic.co.jp 
http://www.telelogic.co.jp/ 
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ハイ バ パワーLED や バ パワー モ 


ン ユ 


NEWS 


ー ル 向け の 放 靖 量 板 が 艇 い 一 二 JPCA Show 2007 レポ ー ト 


2007 年 5 月 30 日 て 6 月 1 日 , 東京 ビッ グ 
サイ ト ( 東京 都 江東 区 ) に て , プリ ント 基板 
や 実装 技術 に 関す る 展示 集 JPCA Show 
2007」 が 開催 され た . 会 場 で は , 高 輝度 / ハ 
イ ・ パ ワーLED や パワ ー・ モ ジュ ー ル な 
どか ら 発生 する 熱 を 空気 中 や きょう 体 に 効 
率 良く 逃がす 基板 の 展示 に 注目 が 集まっ た . 


@ 1MHz 伝送 時 の 誘電 損失 が FR-4 基板 

の 1/100 と 低い LTCC 基板 

電子 部 品 ・ 基板 メー カ の コー KOA) は , 
LTCC low temperature cofired ceramics 
: 低温 同時 焼成 セラ ミッ クス ) ベ ー ス の 多 
層 配 線 基 板 を 展示 し だ 写真 1). LTCC は 
セラ ミッ クス を 約 850C で 焼 結 させ た も の 
で , 放熱 性 や 耐熱 性 , 耐 湿性 , 高周波 特性 
に 優れ る . 融点 が 960C 前 後 の Cu や Ag を 
内 部 に パタ ー ン ニン グ で き , 多層 化 が 可能 . 

1MHz 伝送 時 の 本 基板 の 誘電 損失 は , 
FR-4 基 板 の 約 1/100, 1GHz 伝送 時 は 約 
1/5 と 低い と いう . また , 基板 の 内 層 に コ 
ン デ ン サ や イン ダク タ , 抵抗 と いっ た 受動 
部 品 を 容易 に 形成 で きる . 携帯 電話 や 無線 
LAN, アン テ ナ な どの 基板 に 向く と いう . 


@⑯ メタ ル ・ ベ ー ス 配線 板 や メタ ル ・ コ ア 
配線 板 

日 本 シイ エム ケイ は 放熱 基板 CMK- 

COMP」 を 展示 し た ( 写真 2). メタ ル ・ 

ベー ス 配 線 板 と メタ ル ・ コ ア 配 線 板 , 表面 


3 種類 が ある . さら に , 絶縁 層 に 用 いる 樹 
脂 材 料 の 異な る 基板 を 用 意 す る . すなわち , 
誘電 率 の 低い 材料 を 使い, 高 周 渡 信号 に 向 
く 「 MB-1」, 熱 伝導 率 が 高い 樹脂 を 使っ て 
放熱 性 を 高め た パワ ー・ モ ジュ ー ル 向け の 
「 MB-2」, 弾性 が 低く 収縮 に 強い , 車載 機 
器 向 け の MB-3」 が ある . 
メタ ル ・ コ ア 配 線 板 に は 1 層 コ ア の 品種 
と 2 層 コ ア の 品種 が ある . 2 層 コ ア の 品種 
に は , 例え ば 6 層 基 板 に お いて , 3, 4 飛 目 
に コア を 配置 する 品種 と 2 5 層 目 に コア 
を 配置 する 品種 が ある . 後者 は BVH blind 
via hole) に より , 表面 部 品 の 発熱 を 間 に 樹 
目 を 介在 させ る こと な く コ ア に 伝え る こと 
が 可能 . 


人 @ 熱 拡散 シー ト を 表面 に 設置 し て 放熱 性 
を 高め た 量 板 

ユー アイ 電子 は カー ボン で で きた 同社 独 
自 の 熱 拡散 シー ト を, 配線 パタ ー ン と ベー 
ス 基 板の間 に 挟み 込み , 放熱 性 を 高め た プ 
リン ト 基板 を 展示 し た . 従来 , 基板 に 搭載 
され る 部 品 の 熱 を 拡散 させ る 方 法 と し て , 
アル ミ や 銅 を ベー スラ 基板 と する 方 法 や , 厚 
い 銅 を 内 層 に 埋め 込む 方 法 が あっ た . 前 者 
に は 多層 化 が 難し いと いう 欠点 が , 後者 に 
は 基板 内 で 熱 を 拡散 させ る こと は 可能 だ が , 
熱 そ の も の を 外 に 逃がす こと が 難し いと い 
う 欠点 が ある . 同社 の 熱 拡散 シー ト は , 熱 
が 拡散 する だ け で な く , 基板 端 か ら の 放熱 


の 鋼 特 を 100zm~ 400zm と 厚く し た 両面 
厚 膜 銅 配線 板 の 3 種類 が ある . 

メタ ル ・ ベ ー ス 配線 板 の 構造 に は 片面 配 
線 。 両面 配線 , 両面 配線 キャ ビ テ ィ 構 造 の 


が 可能 で ある . その た め , きょう 体 な ど へ 

熱 を 逃がし や すい と いう 特徴 が ある . 
例え ば , 写真 3 の よう な 1W ク ラス の 

LED が 2cm 間隔 で 並ん だ 基板 に お いて , 


熱 拡散 シー ト が な いと き は 電流 制限 抵抗 の 
周り の 温度 が 75 で C, 熱 拡散 シー ト を 挟ん 
だ 基板 で は 電流 制限 抵抗 の 周り の 温度 が 
55C と いう 測定 結果 が 得 ら れ た . 


人 @ 熱 伝導 率 が 1.8W/m ・K と 高い 大 板 
パナ ソニ ッ ク エレ クト ロニ ッ ク デ バイ ス 
は , 高熱 伝導 基板 を 展示 し た . 車載 向け と 
し て 3 年 後 の 実 用 化 を 目指す. 従来 の 一 般 
樹脂 基板 の 熱 伝導 率 04W/m・K) よ り 高 
い 熱 伝導 率 を 持つ 樹脂 を 採用 する こと で , 
1.8W/m・K を 実現 で きる と 


io 草 


@ 自動 車 で 採用 実績 の ある 「 組 み 立て 時 に 

折り 曲げ 可能 な 基板 」 

ドイ ツ の ruwel 社 は , 組み 立て 時 に 折り 
曲げ 可能 な が セミ フレ ックス 基板 を 展示 し た. 
通常 の リジッド 基板 の 一 部 を 高 精度 ルー タ 
で 削り , 最小 曲げ 半径 5mm, 最大 曲げ 角 
度 180”, 最大 曲げ 回 数 3 回 の フレ キシ ブル 
な 部 分 を 形成 する . 

同社 は さら に , 大 電流 対応 の 厚 膜 鋼 は く 
基板 を 展示 し た . 銅 厚み が 105 ん m, 140 
m, 175m, 210m, 400m の 5 品 
種 を 揃え る . 自動 車 の ジャ ンク ショ ン ・ 
ボッ クス (ヒュ ー ズ ・ ボ ックス ) に お いて , 
複数 の メー カ に よる 採用 実績 を 持つ . 
国内 の 販売 代理 店 は 加 貨 電子 . 


FR-4 表面 放 堆 基 策 表面 


」 


( b) FR-4 基 板 と 同社 製 放熱 基板 の 比 
較 


( a) 1W 級 の LED が 2cm 間 隔 


で 並ん で いる 
写真 3 熱 拡散 シー ト を 表面 に 設置 し て 放熱 性 を 高め た 基板 


写真 2 パワ ー・ モジュール 
を 銅 コア に 直 付 けし た 基板 


写真 1 
され た 配線 パタ ー ン 


LTCC 上 に 形成 
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